
平
成
28
年
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月
４
、５
日

視
察
先　

・
新
潟
県
十
日
町
市

　
　
　
　

・
新
潟
県
津
南
町

①
高
齢
者
福
祉
事
業

　

�　
「
高
齢
者
が
元
気
に
暮
ら
す

こ
と
が
、市
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
」と
い
う
考
え
方
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
特
徴
は「
た
っ
し
ゃ
で

100
対
象
事
業
」に
参
加
す
る
と
ポ

イ
ン
ト
制
で
入
浴
券
や
授
産
品

と
の
交
換
が
で
き
、単
に
利
用
券

を
希
望
者
に
配
布
す
る
の
と
は

違
い
、趣
味
や
学
習
な
ど
の
事
業

に
参
加
す
る
こ
と
で
身
体
的
健

康
だ
け
で
な
く
精
神
的
健
康
の

維
持
を
目
指
し
て
い
る
。

②�

小
中
一
貫
教
育
と
学
校
給
食
の

地
産
地
消

　

�　

平
成
26
年
度
か
ら
十
日
町
市

内
の
全
て
の
小
中
学
校
で
小
中

一
貫
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る

際
の
、
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
と
言
わ

れ
る
問
題
が
解
消
さ
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
児

童
生
徒
の
交
流
だ
け
で
な
く
先

生
の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
の「
子
育

て
教
育
部
」と
市
民
福
祉
部
の

「
子
育
て
支
援
部
」の
２
部
署
が

事
業
を
支
え
て
お
り
、
乳
幼
児

か
ら
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
約

15
年
間
を
見
守
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
利
点
に
注
目
し
た
。

　

�　

ま
た
、
食
育
と
し
て
学
校
給

食
の
地
産
地
消
を
推
進
し
、
約

40
％
の
地
産
地
消
率
を
達
成
し

て
い
る
。
特
に
コ
メ
は
Ｊ
Ａ
の

協
力
に
よ
り
給
食
価
格
で
提
供

さ
れ
、他
に
も
き
の
こ
、ほ
う
れ

ん
草
、さ
つ
ま
い
も
な
ど
、平
成

32
年
に
は
55
％
の
率
を
目
標
と

し
て
い
る
。

③
津
南
町
立
病
院

　

�　

地
方
の
公
立
病
院
に
と
っ
て

の
医
師
不
足
、
看
護
師
不
足
と
い

う
同
じ
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

病
院
に
対
す
る
自
治
体
の
負
担

も
大
き
い
が
、
公
立
病
院
の
本
来

の
目
的
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
決
す
る
た
め
地
道
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を
み
た
。

自
治
体
病
院
協
議
会
に
委
託
し

経
営
診
断
を
実
施
。
そ
の
結
果
、

療
養
病
棟
を
廃
止
し
て
一
般
病

棟
の
み
と
し
、
外
来
歯
科
を
廃
止

し
た
。
隣
接
す
る
特
養
老
と
の

関
連
を
よ
り
強
化
に
し
て
存
続

を
図
っ
て
い
る
。

　

�　

地
域
医
療
を
支
え
る
大
事
な

場
所
で
あ
る
こ
と
を
、利
用
者
だ

け
で
な
く
住
民
全
体
が
意
識
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
感
じ
た
。

�

（
総
務
常
任
委
員
長　

中
嶋
国
則
）

平
成
28
年
10
月
６
、７
日

視
察
先　

・
兵
庫
県
丹
波
市

　
　
　
　

・
兵
庫
県
篠
山
市

　

兵
庫
県
の
中
央
東
部
に
位
置
す

る
丹
波
市
と
篠
山
市
の
２
市
を
視

察
。
２
市
は
隣
接
し
共
に
神
戸
、

大
阪
、
京
都
か
ら
Ｊ
Ｒ
や
自
動
車

で
１
時
間
か
ら
２
時
間
程
度
。

①
兵
庫
県
丹
波
市

　

�　

丹
波
市
は
人
口
６
万
６
千
人

で
丹
波
栗
や
丹
波
竜
で
有
名
。

空
き
家
等
対
策
計
画
を
立
て
、

住
居
時
か
ら
空
き
家
に
な
ら
な

い
意
識
付
け
や
、
発
生
予
防
対

策
を
徹
底
し
て
い
る
。
現
地
調

査
及
び
空
き
家
等
所
有
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
実
態

把
握
に
努
め
、
管
理
不
全
な
空

き
家
等
の
増
加
を
防
ぐ
た
め
、

適
正
な
維
持
管
理
も
促
進
し

て
い
る
。
有
効
活
用
対
策
と
し

て
宅
地
建
物
取
引
業
者
と
連
携

し
、「
住
ま
い
る
バ
ン
ク
」を
立

ち
上
げ
情
報
を
提
供
、
移
住
定

住
の
促
進
を
促
し
、
移
住
希
望

者
に
は「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
」

と
し
て
、
住
ま
い
・
仕
事
・
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
に
相
談
協

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
き
家

等
を
カ
フ
ェ
や
商
店
な
ど
へ
の

利
活
用
を
促
進
し
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
る
。

②
兵
庫
県
篠
山
市

　

�　

篠
山
市
は
人
口
４
万
４
千
人

で
篠
山
城
跡
地
を
中
心
と
し
た

城
下
町
、
歴
史
あ
る
建
造
物
が

多
い
。
平
成
19
年
か
ら「
ふ
る

さ
と
篠
山
に
住
も
う
帰
ろ
う
運

動
」を
展
開
、篠
山
暮
ら
し
案
内

所
を
開
設
し
不
動
産
業
者
と
連

携
空
き
家
物
件
の
調
査
、
相
談

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
定
住
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
置
い
て
市
内
19

地
区
で
出
張
相
談
や「
空
き
家

ツ
ア
ー
」な
ど
を
企
画
し
利
活

用
促
進
し
て
い
る
。
歴
史
的
建

造
物
は
公
共
施
設
や
資
料
館
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
な
ど
に
利

用
し
、
特
区
を
活
用
し
て
古
い

集
落
自
体
を
宿
泊
施
設
と
し
て

利
用
、フ
ラ
ン
ス
料
理
、懐
石
料

理
な
ど
を
食
べ
さ
せ
話
題
を
呼

ん
で
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
町
な

み
屋
な
み
研
究
所
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
組
織
が
空
き
家
の
修

理
や
利
活
用
の
提
案
、
空
き
家

持
ち
主
と
連
携
し
て
町
並
み
保

存
に
も
努
力
し
て
い
る
。

　

�　

２
市
い
ず
れ
も
地
域
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
地
域
住
民
を

巻
き
込
み
、緻
密
な
調
査
と
細
か

い
サ
ー
ビ
ス
、相
談
で
空
き
家
等

の
利
活
用
に
努
め
て
い
る
。

�

（
産
業
常
任
委
員
長　

洞
口
和
彦
）

10

総
務
・
産
業
の
各
常
任
委
員
会
で
実
施
さ
れ
た
管
外
視
察
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
長
か
ら
報
告
し
ま
す
。

委
員
会
管
外
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

十日町市出土の火焔型土器

篠山市の伝統的建物を活用した産直施設


